
※助成：一般社団法人地域創造

※出演者は予告無く変更になる場合がございます。

本日はご来場いただき、まことにありがとうございます。
当公演では、全てのお客様に気持ちよく安心して神楽を鑑賞していただくため、
下記のルールを設けています。ご理解、ご協力をよろしくお願い申し上げます。
（１）会場内での飲食は禁止とさせていただきます。
（２）上演中の立ち歩きや大声での私語など他のお客様のご迷惑になる行為はご遠慮下さい。
（３）お子様連れの方は、お子様が舞台の前に出られると、演出等で危険な場合がございます。　　 
　　  着席での鑑賞をお願いします。
（４）客席内すべてのお席で写真撮影可能です。下記ルールを守って撮影してください。
　　　※ビデオカメラなどを使用しての動画撮影、フラッシュの使用は禁止
　　　※三脚などを使用しての撮影禁止（マスコミ関係など主催者の許可を得ている場合を除く）
（５）新型コロナウイルス感染症対策のため、下記のお願いにご協力ください。
　　　※会場内では必ずマスクを着用し､大きな声での会話や飲食はご遠慮下さい。
　 　　　声援もご遠慮いただき、拍手での応援をお願いします。
　　　※体調不良等、感染の疑いがあるお客様は公演の途中でも退場していただく場合があります｡
　　　※会場内ではスタッフの指示に従って頂きますようご協力をお願いします｡
　　　※「広島コロナお知らせQR」ならびに「COCOA」へのご登録をお願いします。

以上です。どうぞ、最後までごゆっくりお楽しみ下さい。

高天原（たかまがはら）を追われた須佐之男命（すさのおのみこと）は、出雲の

国、肥の川（斐伊川/ひのかわ）に降り立ちます。この時、河口で箸が流れている

のを見た命は、川上に人が住んでいることを知り上ってみると、老夫婦と娘が嘆

き悲しんでいました。

命が訳を聞くと、この山奥に住む大蛇が毎年娘をさらって行き、８人の娘のうち

今は１人だけしか残っていないとの事でした。

大蛇退治を約束し、奇稲田姫（くしいなだひめ）を娶った命は早速毒酒を用意

させ、大蛇に飲ませた後退治します。このとき大蛇の尾から出てきた一振りの刀

を「天の叢雲の剣（あめのむらくものつるぎ）」と名づけ、天照大神（あまてらすお

おみかみ）に捧げます。後にこの剣は「草薙の剣（くさなぎのつるぎ）」と改名さ

れ、三種の神器（八坂瓊曲玉、八咫鏡、草薙の剣）の一つとなりました。

助けられた娘、奇稲田姫は須佐之男命と夫婦となり、地方の産業治水に努力さ

れました。

 『八岐大蛇』　　　　　　　やまたのおろち —
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中原神楽団 〜北広島町〜

なかばらかぐらだん

中原神楽団は、２０代から６０代の約２０名の団員で旧舞を中心に活動を続けております。

保持演目は旧舞５演目、新舞３演目です。

中原神楽団の特徴は、地元集落に神楽保存会があり神楽団の活動を支援していただいていることです。コロナの影

響で練習ができない時期もありましたが、少しずつ練習も行えるようになり、秋の大祭で3年ぶりに神楽を奉納することが

できました。

これからも、団員一同神楽の継承上達に努力してまいりたいと思います。

11月2日のタイムスケジュール

出演：中原神楽団（北広島町）

18:00　開場

19:00　団長挨拶

19:05　中原神楽団『八岐大蛇』

（およそ40分）

19：45　終演
※記載の時間は目安です。多少前後する場合が

　 ございますので、あらかじめご了承ください。


